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        　扉につけたベルが、からん、と鳴って、クロエは作業台から顔を上げた。

        　半分開いた扉の外から、通りの賑わいが聞こえてくる。目抜き通りの喧噪に比べれば大人しいものだが、高級住宅街の静閑さとも無縁な、ほどよい賑やかさは、この店でクロエの気に入っているもののひとつだった。西の魔法使いらしくお喋りで楽しいことが好きだけれど、西の魔法使いにしては少し引っ込み思案な自分に、なんだか似合っている気がする。

        　クロエが小さな店を構えたこの街自体も、そんな土地だ。師匠のラスティカは豊かの街に大きな店を開こうと言ったし（本当に一等地を買い取ってしまいそうだから怖い！）、シャイロックは神酒の歓楽街に誘ってくれた。でもそのどちらも、クロエにとっては大きすぎて、華々しすぎて、落ち着かない。かといって、生まれ育った泡の街に店を構える気には、もちろんなれなかった。

        『クロエは、クロエみたいな街で、クロエみたいな店を開きたいんだね』

        　ひとさし指をぴっと立てて言ったのはムルだった。それから地図を開いて、いくつかの地名に丸をつけてくれた。それを頼りに自分の足――というのは比喩で、実際は箒――で各地を巡って、最終的に落ち着いたのがこの街だ。西の国の首都である豊かの街に通じる大きな街道沿いにあって、中規模の港がある。少し古い言葉を使うなら、宿場町、と呼ぶのがいいだろう。魔法科学の発達した西の国では、現在の物流の要は街道を通る馬車ではなく、巨大な輸送船になっている。この街を行き交う人々も昔よりは減ったらしい。そのせいか、賑やかながら、どこかおっとりとあたたかい雰囲気のある街だった。古くからの住人も残っているし、新しくやってくる住人もいる。クロエのような新参者が店を開くことも、日々起きる楽しいことのひとつとして受け入れてくれたようだった。

        　そうだったらいいなと、クロエが期待しているだけかもしれないけれど。

        　立ち上がってドアノブに手を掛けるまでの数歩でそんなあれこれを思い浮かべたクロエは、小さく微笑みながら通りの喧噪を閉め出した。取り戻した店内の静けさが、少しの安心と少しの寂しを連れてくる。そのふたつの合わさった感情は、自分の城を持って初めて味わえる居心地の良さだ。

        「ここはとてもいい街だね、クロエ」

        「ラスティカ！」

        　店内を振り返ると、扉を半分開けて飛び込んできた犯人――優美な翼をもつ水鳥が、変化の魔法を解いて人の姿に戻ったところだった。

        「もちろん、この店も。ごきげんよう、クロエ。久しぶりだ」

        「久しぶり！　あんた、来るたび同じこと言ってるよ、そろそろ省略していいよ」

        「そうだったかい？　でも、毎回そう思うのだもの。言葉は節約しない方が楽しいよ、クロエ」

        「そうかな。そうかも」

        「うん。とてもいい店だね、クロエ」

        「あはは、そこから繰り返すんだ！　うん、ありがとう、ラスティカ。俺もそう思う。コート脱いで！　お茶にしようよ」

        「すてきだ。喜んでお呼ばれしよう」

        　ニコニコと笑うラスティカの手を引いて、クロエは店の一角に設けたソファに座らせる。預かったコートをハンガーに掛け、手のひと振りで二階のキッチンからティーセットを呼び寄せた。

        　クロエの店のソファは座り心地がよくて、気の利いたデザインだけれど、ラスティカを座らせるには少し庶民的だ。魔法舎でのお茶会でラスティカがよく出していた優雅な椅子とは趣が違う。その庶民的なソファにゆったりと機嫌良さそうに落ち着くラスティカの姿を見るたびに、クロエは少しの寂しと、不思議な誇らしさをこっそりかみしめる。

        　魔法舎に召喚されたことで中断されたラスティカとクロエの二人旅は、役目を終えた後も再開されることはなかった。魔法舎で賢者の魔法使いとして暮らすあいだに、クロエはたくさんのデザイン画を描き、たくさんの服を作った。容姿も性質もさまざまに異なる魔法使いたちを引き立てる衣装を考えるのは楽しく、着てくれた彼らから賞賛の言葉を受け取ることは誇らしかった。仲間たちの衣装だけでなく、魔法舎のある中央の国で知り合った人々や、任務のために訪れた土地で出会った人々のための衣装を作ったこともある。

        　心ときめかせながら、誰かのために服をデザインし、縫い上げる時間。その人が初めて袖を通す瞬間の、期待や喜びに満ちた表情。新しい衣装に身を包み、誇らしげに背筋を伸ばす姿――そういうものが自分のなによりの喜びなのだとクロエが理解するには、十分な日々だった。

        　仕立屋としてやっていきたい。できるなら、自分の店を持ちたい――。クロエがおずおずと切り出すと、ラスティカは一も二もなく賛成してくれた。ラスティカが一番喜んだのは、クロエが自分の望みを、ラスティカとの旅より優先したことだった。

        『ありがとう、クロエ。クロエが幸せでいてくれることは、僕のなによりの望みだ』

        　あの日のラスティカの、一斉に咲いた春の花のような微笑みは、今もクロエの胸に大事にしまわれた宝物だ。

        　そうして、クロエはこの地に根を張り、ラスティカは心の向くままの一人旅を続けながら、たくさんの土産を抱えてたびたびクロエの店を訪ねてくるようになった。

        「そのお店に面白いものがあってね……」

        「それで、お客さんが笑っちゃってさ……」

        　ラスティカ直伝のやり方で淹れた香りのよいお茶と、ラスティカのお土産のお菓子をお供に、歓談にふける。お茶のお代わりを二度したところで、ラスティカは紺碧の瞳をきらきらと輝かせながら店の奥の作業台に目を向けた。お楽しみに取っておいた特別なデザートにフォークを伸ばすときのような、うずうずとそわそわとわくわくをかき混ぜた表情で、ラスティカは両手の指を胸の前で絡め合わせる。

        「そろそろ、見せて貰っていいかい？　今はどんな服を作っているのかな」

        「四十分！　今日はけっこう我慢したね、ラスティカ！」

        　クロエは手を叩いて笑い声を上げ、立ち上がって作業台に向かった。そのあとをラスティカが、鳥の雛のようにいそいそとついてくる。

        「服自体はもう縫い上がってるんだけど、刺繍を足したくなっちゃって」

        　そう言いながらクロエが手に取った刺繍用の円い枠の中では、百合の花を象った縫い取りが八割ほど形になっていた。図案の途切れたところから絹糸が長くのびて、ピンクッションに刺した刺繍針につながっている。

        「おや？　これは……」

        　ラスティカが長い睫毛をぱちりと瞬かせ、手のひらを喉元に触れさせた。

        「うん」

        　頷きながら、クロエは指先で図案を辿る。炎にも似た、百合の花のシルエット。それは全て黒い糸で表現されていた。

        　黒いのは、刺繍だけではない。作業台に広げられたその衣装は、レース飾りやさまざまな形のボタン、縫い留めた装飾品も含めて、すべて黒一色に統一されている。

        「色々考えたんだけど、やっぱり、入れたくてさ」

        「真っ黒なんだね。これは……喪服かな」

        「……うん」

        　クロエはラスティカを振り仰いで、晴天の空の色の瞳を見つめた。

        　いつか彼に、この話をしようと思っていた。たぶんそれが今日だ。

        「約束をね、したんだ。シャイロックのために、喪服を作るって」

        　

        　

        　　　＊

        　

        　

        　真夜中をとうに過ぎた時刻。月明かりの差す中庭にそっと足を踏み入れたクロエに、シャイロックはわずかにまぶたを持ち上げて驚きを示し、それから穏やかに微笑んだ。

        「こんばんは、クロエ。またデザインのお悩みですか？」

        「ううん。寝ようと思ったんだけど、窓からシャイロックが見えたから……」

        「おや、私に会いにいらしてくださったんです？　それは光栄ですね。よかったらお掛けになって」

        　言葉と同時に、主のない椅子がクロエを招くようにするりと下がる。礼を言いながら腰を下ろすとすぐに、ワイングラスが滑るように差し出された。丁寧にもてなされるくすぐったさに、クロエは唇を綻ばせる。

        「あいにくこちらの瓶しか持ち込んでいませんが、構いませんか？」

        「うん、もちろん！」

        「では乾杯」

        「乾杯！」

        　互いにグラスを掲げあってから、クロエは身体をひねって夜空の月に向けてもグラスを持ち上げ、それから唇をつけた。シャイロックの好みらしい赤ワインはクロエには少し口当たりが重いけれど、背伸びの気分は悪くない。

        「私に合わせてくださらなくてもいいのに」

        　クロエの仕草をたしなめるように言いながら、シャイロックが眉を下げて笑った。その様子があまり見慣れないもののように感じて、クロエは内心で首を傾げた。なんだか……、そう、どこか幼い印象があるのだ。

        「気にしないで！　俺も一度やってみたかったんだ、お月様と晩酌」

        「そうでしたか。ご感想は？」

        「うーん、なんだか不思議。でも、月のことは昔よりは怖くなくなったかも。ムルの好きなひとだもん」

        「……そう」

        　指先でグラスのふちをいじりながら、つい、とシャイロックが顎を上げる。夜空に向けられる深紅の瞳が、月の光を受けてきらめいた。

        　横顔は静かで、その奥で彼が何を想っているのかクロエには想像もつかない。

        「あのさ、シャイロック。このあいだはごめんね」

        「……？　何のお話です？」

        「ラングレヌス島に行ったとき。俺、近くにいたのに、助けに行けなかっただろ。シャイロックは厄災の傷で動けなくなることがあるって、わかってたのに」

        「ああ……。そんなこと」

        　ゆったりと首を左右に振って、シャイロックは微笑んだ。

        「気になさらなくていいんですよ。それこそ、私が油断していたんです。――もしかして、クロエ。今夜はそれを言いにいらしたんです？」

        「ううん！　ただなんとなくシャイロックと話したくなって来ただけ。でも謝りたいなって思ってたのも本当だよ。島にいたときは俺、飛行船のことばかり気にしちゃってたから……。シャイロックが無事で良かった。あのときのムル、凄かったよね。俺たちよりずっと遠くにいたのにさ、すっごいスピードでシャイロックのとこまで飛んでって！」

        　話しながら興奮してきて、クロエは思わず前のめりに乗り出した。あのときは本当に、恐怖で竦み上がったのだ。

        　燃える心臓を抱えて蹲るシャイロックは、街がひとつ消し飛ぶようなすさまじい砲撃の軌道上に一人取り残されていた。異変に気づいて振り返ったときはもう、その距離は絶望的に遠すぎて、クロエは咄嗟に動けなかった。ああ無理だ、どうすれば――と硬直したクロエの横を、弾丸と化したムルが、物も言わずにすっ飛んでいった。あまりのスピードに、菫色の髪はまっすぐ後方に流れ、まるでムル自身が高速で空を飛ぶ機械のようだった。

        　魔法使いは、心で魔法を使う。

        　魔法使いの魔法は、だからときに、なによりも雄弁だ。

        　そうか、と、クロエは腑に落ちる。今その話をしたくなったのは、月を見上げるシャイロックの横顔が、一瞬で通り過ぎていったあの日のムルの横顔と、どこか似ていたからだ。

        「ムルって本当に、――」

        　言おうとした言葉は、唇にそっと触れる、シャイロックの指先に阻まれた。

        「その先の言葉は、あなたの胸にしまっていらして、クロエ」

        「シャイロック……？」

        「特にこんな、怖ろしい月明かりの下ではね」

        　クロエの下唇をついっとなぞって、しなやかな白い指が離れていく。その蠱惑的な仕草と、吐息混じりの囁きのはらむ色香に、けれども彼の浮かべる表情だけが不似合いだった。帰る道を見失った迷い子のように、紅い瞳が揺れている。

        　理由は知らない。けれど、彼がひどく傷ついていることだけは、クロエにもわかった。

        　奇妙な感情が、クロエの胸に広がった。庇護欲、と呼ぶのが一番近いだろうか。

        　シャイロックはグラスを傾けると、くいと呷った。クロエもつられたようにグラスに唇をつける。

        　ごめんね、と、ふたたび口にするのはたやすい。クロエはけれど、その言葉を今度は言わずに飲み込んだ。代わりに少しだけ視線を落として、口に含んだ酒精をゆっくりと味わう。甘さ、酸っぱさ、苦さ、渋さ、芳醇な香り、頬を火照らせる熱と酩酊。シャイロックの愛するワインを語る言葉は、愛そのものを語る言葉にも似ている。

        　お喋りが好きなクロエは、沈黙が少し苦手だ。苦手だけれど、そわそわと落ち着かない苦手な時間を過ごすことも、誰かともっと仲良くなるためのスパイスだ。魔法舎に来て、そんな風に思えるようになった。西の魔法使いって――と、ヒースクリフあたりが聞いたら苦笑しそうな話だけれど。

        　好きなものも嫌いなものも、傷つくことも嬉しいことも、愛するものも憎むものも、西に生まれたものたちは極端だ。自分のそれを手放せないから、他人のそれも重んじる。

        「……クロエ」

        　グラスの中身を半分ほどに減らした頃、シャイロックがぽつりと静かな声を発した。顔を上げると、彼はまた月を見つめていた。青白い光に照らされた端正な横顔をクロエに見せたまま、言葉を続ける。

        「私の酔狂にお付き合いくださる優しいあなたに、ひとつ、我儘を言っても？」

        「っ、もちろん！　なんでも言って！」

        「喪服を……。私のために、とびきりの喪服を縫ってくださいませんか。いつか、必要になるときまでに」

        「……喪服？」

        「私たち魔法使いは、死ねば石になって、ばらばらに砕け散ります。遺体は残らないし、人間のような葬儀をすることもない。ですが、喪った存在を悼んで、かつて存在したものへと想いを馳せるのは、人も魔法使いも変わりません。そんなときにふさわしい装いがあれば、喪失にも悦楽を見出せるでしょう。怖ろしく美しいものに相対して美酒の杯を傾けるときのように、胸がざわめいて、……ときめく」

        「――――」

        　誰を、とか。

        　いつ、とか。

        　問うべき言葉は、いくらでもあっただろう。けれどそれらはクロエの喉元で勢いを失って、すごすごと腹の中へ戻っていった。

        　代わりにクロエの脳裏に、一幅の絵のような光景が広がった。ひとりも客のいない、静まりかえった彼の店に、漆黒を纏ったシャイロックが、ひとりきり佇んでいる。

        　グラスはふたつ。けれど、彼と言葉を交わすものはなく、ただ彼がマドラーを動かす、からからという音だけが店内に響く。

        　その光景はひどく寂しく、切なく――けれども、否定しがたく美しかった。

        「お願いできますか？　クロエ」

        　優美なグラスを丁寧にテーブルに置き、クロエはぴんと背を伸ばす。

        　昏い空に居座る厄災にちらりと目をやってから、ひとつ深呼吸して、そのあいだに応える言葉を決めた。

        「うん。わかった。……約束するよ、シャイロック」

        　きっぱりと押し出した声に、シャイロックがぱっと顔をこちらに向けた。眉をひそめ、咎める声音でクロエを呼ぶ。

        「クロエ」

        　予想通りの反応に、クロエはくしゃりと笑った。

        「ラスティカってさ、すぐに約束をくれちゃうんだ。俺、それがすごく心配で、でもちょっと嬉しくて……、ラスティカにも言ったんだよ。そんなに簡単に言っちゃダメだよって。でも、『簡単に言ってるわけじゃないよ』って言うんだよね。大事な人との、大事な約束しかしてないよってさ。なんだか自慢げだし。困っちゃうよねえ」

        「……ええ」

        「でもね、俺、たぶんラスティカが羨ましかったんだよ。それに、シャイロックに我儘言われるなんて初めてだもん。すっごい嬉しいから、俺の我儘も聞いて欲しいんだ。ダメ？」

        「……いけない人。いつの間に駆け引きを覚えたんです？」

        「そりゃあ、先生がいいもん」

        「ふふふ」

        　仕方ないと言いたげに笑い声を漏らして、シャイロックは頷いた。

        「ありがとうございます、クロエ。楽しみにしていますね」

        　差し出されたワイングラスに、クロエも同じ仕草をあわせる。喉に流れたアルコールの熱さは、クロエにとって、ずっと忘れられないものになった。

        　

        　

        　　　＊

        　

        　

        　ぴんと張った布地に刺繍針の先をくぐらせながら、クロエは昔語りを終えて、小さく笑う。

        「俺ね、シャイロックのことは結局、ずっとよくわからないままだった。どんなことが嬉しいのかな、なにが一番悲しいのかな、わかりたかったけど、なんだか難しくてさ」

        　裏から刺した針先をつまみ、強すぎも弱すぎもしない、ちょうどの力加減で糸を引いて、またひと刺し。クロエの正確な手技が、布の上に黒い百合の花を開かせていく。魔法を使えばあっという間に仕上げることもできるけれど、自分の手の中で少しずつ形になっていくこの時間が、クロエは好きだ。

        　布も、糸も、ボタンも、レースも、針やはさみも、狭い世界に閉じ込められていた頃からずっと、クロエの忠実な友だった。クロエが決めた場所に行儀良く落ち着いて、クロエの夢を咲かせてくれる。

        　それだけあれば生きていけると思っていた日もあった。

        　けれど今のクロエはずっとずっと欲張りで、それだけではどうしたって寂しいのだ。

        「約束させてって言ったのは俺なのに、だんだん怖くなったりもしたよ。俺が勝手に約束にしたから、シャイロックを困らせちゃったかなとか、シャイロックがシャイロックのための大事な時間を過ごす服を、俺が作っていいのかなあとか」

        「シャイロックが、クロエに、作って欲しいと言ったんだろう？」

        　作業部屋のスツールに腰かけたラスティカが、いつも通りのおっとりとした声音で問いかける。

        「それなら、きみが悩むことなんてひとつもないさ。それに、きみは僕の知る限り、世界一の仕立屋さんだ。自信を持って」

        「あはは、ありがとうラスティカ！　大丈夫だよ。自信がなかったのは本当だけど……、でもほら、俺、ちゃんと作ってるだろ？」

        「ああ……、そうだね。そうだった。クロエはもう、立派な店主さんだものね」

        　にっこりと笑うラスティカを見上げて、クロエは刺繍の手を止めた。

        　少し伸び上がって、ラスティカのミルクティー色の柔らかな髪を、よしよしと撫でてやる。

        「おや。寝癖がついていた？」

        「ううん。ラスティカはかっこいいよ」

        「そう？」

        「世界一の音楽家で、世界一のお師匠様だよ」

        「ありがとう。嬉しいな」

        　ほわほわと花びらが零れるように、ラスティカが笑み崩れた。

        　ラスティカのことなら、クロエにもずいぶんわかるようになった。優しいこのひとは、クロエが昔より強くなったことを心から喜んでくれている。そして、ほんの少しだけ、寂しがっている。

        　ラスティカのあたたかで真摯な言葉が引っ込み思案なクロエを浮上させるたびに、クロエのための約束を口にするたびに、ラスティカ自身もたしかに喜びを得ていた。ラスティカに与えられてばかりだと落ち込んでいた昔には、知らなかったことだ。

        　大切なひとのために自分がなにかをしてやれる。それは途方もなく幸せなことなのだと、今のクロエは知っている。そしてクロエ自身も誰かの大切なひとになれる――もうなっているのだということも。

        　ふたたび針と布を手に取り、クロエは作業台に向き直った。隣でラスティカが微笑む気配がする。

        　針先を布に刺して、つまんで、引く。単純だが正確性を要求される動作を繰り返すたびに、黒々とした花が咲いていく。最後に布を裏返して、糸の端を丁寧に処理し、枠を外した。

        「っ、……できた！」

        　漆黒のドレスシャツを両手で掲げて、クロエは快哉を叫んだ。

        　部屋の隅に置いていたトルソーに駆け寄り、ひと撫でしてシャイロックのサイズに合わせると、手早く、けれども慎重に、完成させたシャツを着せつける。

        　わあ、とラスティカの上げた感嘆の声が耳に心地よい。

        　透けるレースを重ねた袖を上からまっすぐ撫で下ろし、裾を軽く引いて、形を整える。

        　シャツの胴にはとろりと柔らかな絹地が、胸元に寄せたタックからゆったりと裾に向かって流れていた。高い襟や袖口にはフリルが控えめにあしらわれ、背中の中心には小さなくるみボタンが並ぶ。

        　喪服だから、きらきらと光るビジューのたぐいは一切ない。もっとも目を惹く装飾は、胸元から裾にかけてをびっしりと埋める精緻な刺繍だ。

        　全体を見るために数歩下がったクロエの肩を、ラスティカの両手がそっと受け止めた。

        「とても素敵だ」

        　ため息のように、うっとりと、ラスティカが囁いた。

        「近くで見ていいかい？」

        「もちろん」

        　弾む足取りでトルソーに近寄ったラスティカは、壊れ物を扱うような慎重な手つきで前身頃の裾を持ち上げ、まじまじと見つめた。青空のように澄んだ彼の瞳が、クロエが布の上に描き出した図案のひとつひとつに向けられるのを、クロエは息を詰めて見守る。

        　どのくらい時間が経ったろう、ラスティカはゆっくりと姿勢を起こして、クロエを振り返った。すべらかな頬を赤く上気させて、クロエ、と、彼は唇を震わせる。

        「これは……これは、僕らだ。そうだろう？」

        「……うん」

        　涙声をごまかすように笑って、クロエはラスティカのもとに歩み寄った。

        　布地と同じ色の細い糸でクロエが縫い取ったのは、魔法舎でともに過ごした日々の物語だ。自分たちを呼び集めたエレベーター、各国にそびえ立つ高い塔、星々のきらめき、夜空に舞う花びら。精霊たち、魔獣たち、魔女に魔法使い、異世界から訪れたお客様、厄災の力を宿した生物や道具。北の凍てつく氷雪、東の石畳を濡らす雨、南のあたたかな日差し、西の港に吹く風、中央の街の賑わい。ラスティカの奏でる音楽、シャイロックのくゆらす煙、ムルの指から弾ける花火、クロエの裁縫箱から飛び出すボタンにリボンにレース、とりどりの飾りたち。二十一通りの形のシュガー、魔道具、アミュレット、空を駆ける箒の軌跡、それぞれの得意な魔法、呪文の言葉と意味、それを唱える声の響き。

        　夜の空を支配し、この世界に滅びをもたらそうと迫りくる、怖ろしくも美しい厄災。

        　そして、もう名前も顔もぼんやりとしか思い出せなくなってしまった、慕わしく懐かしい、かのひとの面影――。

        　とびきり賑やかで、毎日胸が高鳴って、辛いことも嬉しいことも、楽しいことも苦しいことも、天にも昇るような幸福や、胸を押しつぶすような悲しみさえも、嵐のように目まぐるしく押し寄せた、短くも濃密だった、あの日々だ。

        　クロエよりずっとずっと長く生きてきたシャイロックにとっては、まばたきのような儚い時間の出来事だったかもしれない。それでも、なくしたものを悼むための服を、クロエからシャイロックに贈るなら、これがよかった。

        　前身頃の高い位置、心臓に重なる箇所を、クロエは指先でそっと撫でる。つい先程、クロエが最後に完成させた縫い取りが、その場所で典雅に咲いていた。

        　ラスティカが目を細めて、クロエの隣に自分の指を添えた。愛おしげに刺繍の凹凸を辿る彼の喉元には、白くなめらかな肌だけが見えている。

        　炎にも似た、黒い百合のしるし。

        　今はもう、自分たちの記憶の中にしかない。

        　クロエはすんと鼻を啜ると、両手を胸元でぎゅっと握りしめた。幾度か深呼吸をして、ゆるゆると顔を上げる。

        「……俺、まだ、魔法使いだ……」

        「そうだよ」

        　独り言のように呟いた言葉には、優しい肯定が返ってきた。

        「きみはすてきな仕立屋さんで、僕のすてきなお弟子さんで、すてきな西の魔法使いさ」

        「うん、……うん」

        　こぶしでぐっと涙を拭い、クロエは隣に立つ師をきりりと見上げた。

        「あのさ、ラスティカ」

        「うん、いいよ」

        「まだ何も言ってないよ！？」

        「だって、行きたいんだろう？　行こうよ、クロエ。お届け物を持って、神酒の歓楽街まで飛んでいこう。さあ、支度をして。きみのジャケットはどこ？」

        「待って待って待って！？」

        　今すぐにも飛び立ちそうなラスティカを制しながら、クロエは笑い声を上げた。普段のラスティカは他人に世話をされることに慣れた、おっとりとした貴公子なのに、ときどき妙に思い切りが良い。二人で旅をしていた頃のクロエは、たびたびそんなラスティカに振り回されたものだ。巻き込まれるあれやこれやに困ることも多かったけれど、振り返ってみればそのほとんどが楽しい思い出だ。

        　懐かしさをかみしめながらクロエは手早く店じまいをした。幸い、急ぎの依頼や来客の予定はしばらくない。戸棚から出した紙箱にシャイロックへの贈り物を入れて、店の包装紙できれいに包んでから、魔法で小さく縮める。軽くて大きな箱は、箒でそのまま運ぶには向かない。

        　外出用のジャケットを羽織って、愛用の箒を呼び出せば、外出の支度はすっかり完成だ。

        「『魔女のタッキュウビン』だね」

        「俺たち魔女じゃないから、『魔法使いのタッキュウビン』じゃない？」

        　顔を見合わせて笑ったあとに、その不思議な言葉を教えてくれた誰かのことを思い出して、二人はほろ苦く眉を下げる。まだらに薄れていく記憶を繋ぎ止める方法は、いまだに誰も見つけられないままだ。

        　

        　

        　　　＊

        　

        　

        　神酒の歓楽街にあるベネットの店は、魔法使い専門の酒場だ。人間には入り口を見つけることすらできないし、シャイロックが長期間留守にするときは魔法使いからも隠れてしまう。今日は無事に店の入り口までたどり着けたので、閉店中ということはなさそうだ。

        　とはいえまだ日は高く、飴色のドアにはクローズドの札が下がっている。開店時間までカフェにでも行こうかな、それとも目抜き通りでウィンドウショッピング、と思案し始めたクロエをよそに、ラスティカはまるで無造作にドアを押し開いた。

        「あっ、こら、ラスティカ！　ダメだろ！」

        「ごきげんよう、シャイロック。『タッキュウビン』を届けに来たよ」

        　焦るクロエに構わず、ラスティカは店内をひょいと覗き込んで朗らかに告げる。

        「おや、いらっしゃい、ラスティカ。それから、そちらにいるのはクロエでしょう。どうぞ、入ってくださいな」

        　耳に懐かしい、優しい声に招かれて、観念したクロエはおずおずと扉をくぐった。バーカウンターの内側でグラスを拭いていたシャイロックが、二人の姿を認めてにこやかな笑みを浮かべる。

        「ご、ごめんね、開店前に……」

        「どうぞお気になさらず。その扉には、招かれざるものは開けられないように魔法が掛けてあるんです」

        「それはとても便利だね。開店中は、魔法使いなら誰でも入れるのかな」

        「その通りです――と言いたいところですが、そうでもありません。たまに、とても困ったお客様もいらっしゃいますからね。私がなにを言っても聞き入れてくださらない強情な方からは、店の入り口を隠してしまうんです。もちろん、私より強い魔法使いが相手では、役に立ちませんけど」

        「オズ様や、フィガロ様とか？」

        「あのかたがたを閉め出すなんて、とてもとても」

        　グラスを拭き終えた様子のシャイロックと軽妙な会話を交わしながら、ラスティカはすたすたと店の奥へ入っていく。後に続こうとした足がうまく動かなくて、クロエは細く息を吐いた。なんだか、やけに緊張してしまう。仲間の魔法使いに服を贈るなんて、もうすっかり慣れたと思っていたのに。

        「クロエ？」

        「クロエ」

        　シャイロックが不思議そうに首を傾げる。ラスティカは振り返ると、穏やかに微笑んだ。

        　おいで、とか、大丈夫だよ、とか。あるいはシャイロックに向かって、クロエからの贈り物があるんだよと伝えるだとか。一緒にいた頃のラスティカなら、そんな行動を取っていた気がする。けれど今のラスティカはクロエの名前を呼ぶだけだ。

        　その信頼が嬉しくて、胸に勇気の花がひらく。

        「《スイスピシーボ・ヴォイティンゴーク》」

        　呪文で元の大きさに戻した箱を捧げるように両手で持ち、クロエはゆっくりと足を踏み出した。一歩、二歩。さして広くはないベネットの店のちょうど真ん中で、大切な年上の友人の顔を、まっすぐ見上げる。

        「シャイロック！　あの……、だいぶ待たせちゃったけど、約束した服を作ったよ。受け取ってくれる？」

        　紅い瞳をきょとんと円くして、シャイロックはぱちりと一度だけ長い睫毛を上下させた。それからやわらかく目を細めて、ふわりと甘やかに微笑む。

        　返答を貰う前にもう、それだけで、彼がとても喜んでくれているのだとクロエにも充分にわかった。

        「ええ、もちろん。ありがとうございます、クロエ。……ここで開けても？」

        「っ、うん」

        　シャイロックは箱をカウンターに置くと、丁寧に包装を解いた。中には完成したばかりのドレスシャツ、その上に着るボレロ、共布のスラックスと、ふわりと柔らかなリボンタイが収められている。

        「…………」

        　固唾を呑んで見つめるクロエの前で、シャイロックは優雅な手つきでシャツを広げ、ほう、と溜め息をついた。彼の細くしなやかな指先が、クロエの施した刺繍を確かめるようになぞっていく。いくつかの意匠の上で、指はひととき動きを止めた。飛行船の意匠、花火を象ったステッチ、厄災の美しさと脅威を描いた図案――。そのたびに形の良い眉は角度を変え、口角がわずかに上がる。

        　たっぷりと時間を掛けて刺繍をたどり、最後に左胸の、かつて彼の胸にも咲いていた黒百合の紋章を撫でて、シャイロックは長い睫毛をしっとりと伏せた。

        「――《インヴィーベル》」

        　唱えられた呪文は、とっておきの秘密をこっそり耳打ちするような声音だった。ドアの外でからりと何かが回る音がして、店内の静けさがいっそう増す。

        「気分がいいので、今日はもう、臨時休業にしてしまいます。今夜は心ゆくまで思い出と喪失にひたる夜にしましょう。あなたの誂えてくださったこの喪服にふさわしいものにね。……クロエ」

        　手にしたシャツを大切そうに胸に抱き、シャイロックはクロエに笑いかけた。

        「あなたさえ良ければ、私の酔狂にまたお付き合いくださいます？」

        「っ、うん！　もちろん……！」

        「おや。僕は交ぜてもらえないのかい？」

        「いいえ、まさか。あなたもぜひ、ラスティカ」

        「よかった。ありがたくお呼ばれしよう。服はこのまま？　着替えた方がいい？」

        「そのままで素敵ですけど、お好きになさって。私は失礼して、こちらに――」

        「あっ、俺にさせて！　《スイスピシーボ・ヴォイティンゴーク》！」

        　クロエは張り切って呪文を唱えた。シャイロックが制服のように着ていた一式と、クロエが持参した新品の衣装が、一瞬で入れ替わる。

        　ベルベットの襟なしのボレロの下に、刺繍を施した丈の長いドレスシャツ。長い脚を包むぴったりとしたスラックスは、側章にやはり刺繍を入れた。リボンタイが襟元でゆったりと結ばれ、後頭部のシニヨンにくるりと組紐が絡んで、できあがりだ。

        　色こそ黒でまとめ上げているけれど、人間社会の葬儀には到底出られないような、奇抜な装いだろう。それでもこれが、クロエが精魂を込めた、彼のためだけの喪服だった。魔法使いの生きる長い年月の中で刹那のようなひととき、彼らがともに紡いだ物語を、しとやかに、華やかに、胸をときめかせながら、永遠に喪われたものをせつなく偲ぶための。

        　初めての舞踏会へと出かける令嬢のようにはにかんで、シャイロックは自分の装いを見下ろし、くるりと美しいターンをした。

        「とてもよく似合っているよ、シャイロック。僕らの物語をきみが纏ってここにいる。なんて素晴らしいんだろう」

        「おや、先にご覧になっていらしたんです？　少し妬けます」

        「ふふ。ではお詫びと、お呼ばれのお礼に、僕からは音楽を」

        　ラスティカはフロアの隅に置かれたチェンバロに歩み寄り、演奏者用の椅子に腰を下ろした。そのチェンバロは、賢者の魔法使いたちがたびたび訪れるようになってから、この店に新しく置かれたものだった。ラスティカが再び旅の空の下に戻ったのち、その蓋が開かれる機会が一体幾度あったのか、クロエは知らない。これもまた、失われた日々の遺物だ。

        　ラスティカの指が生み出す調べに身を浸しながら、クロエはお気に入りのスツールに落ち着いた。いつの間にかカウンターの中に入っていたシャイロックが、逆三角形のグラスを三客といくつかの瓶を台の上に並べ、シェイカーを手に取った。

        　そのときだ。

        　シャイロックが閉ざしたはずの扉が音もなく開いて、紫色の優美な猫がするりと忍び込んできた。猫は店内を我が物顔に歩き回り、肉球をタンと床に弾ませて飛び上がると、菫色の髪をした青年へと姿を変えて、カウチの上に着地する。

        「やあ、クロエ、ラスティカ、久しぶり。それから、ただいま、シャイロック。きみがここにいるのに店を開けないとは、珍しいね」

        　高く組んだ足の上に両手をのせたムルは、のけぞるように顎を上げて笑う。シャイロックが呆れたように肩をすくめた。

        「こんにちは、ムル。その口癖も、そろそろ改めたらいかがです？　世界中にご自宅をお持ちでしょうに」

        「だって、きみはまだ俺のカウチをここに置いているのだもの。それはクロエの新作？　なんでもない日に喪服を纏うきみって、やっぱり最高にイカれてていいね。そして店は臨時休業と――うん、なるほど。《エアニュー・ランブル》！」

        　そこまで一人で蕩々と喋ってから、ムルはパチンと指を鳴らした。社交界でも通用しそうなチャコールブラウンのスーツに装いを変えて、すらりと立ち上がる。

        「この弔いの夕べに、俺も参加しても？　それとも、弔われるのが俺かな」

        「あなたときたら、本当に憎たらしい。ええ、構いませんよ、わざわざ着替えてくださった誠意に免じて」

        「誠意か。きみの口から聞く言葉としては新鮮でいいね。それは何に対する誠意？　きみ？　きみのその服？　その服を作ってくれた素敵な仕立屋さん？」

        「まったく……」

        　顔をしかめながらも、シャイロックが並べたカクテルグラスは四客に増えている。くすくすと喉を震わせたムルは、にゃあんと愛らしく鳴くことも、陽気に宙返りをすることもなく、胸に手を当てて優雅に一礼をすると、またカウチに腰を下ろした。

        　その様子を黙って眺めていたクロエは、ふいに光を放つようなブルーグリーンの瞳に射すくめられて、はっと肩を揺らした。

        「クロエ」

        　両腕を大きく開いて、ムルが呼ぶ。

        「おいで。俺とハグをして、クロエ」

        「……ムル……」

        「そう。ムルだよ」

        　うん、と頷き、クロエはスツールを下ろると、カウチに座ったままのムルにかがみ込んだ。ムルの手が、クロエをなだめるように背中をぽんぽんと叩く。年長者の仕草だった。

        　誰彼構わず懐っこく飛びついて振り回し、魔法舎にたびたび騒ぎと混乱を巻き起こしていた、幼い子供か気紛れな猫のようなムルは、もう、どこにもいない。

        　厄災の影響で魂の欠片から実体化した、冷ややかで挑発的な目をしたムルに会うことも、もうない。

        　さまざまな事件と対峙する中で、ムルは少しずつ魂を修復していき、記憶と知識を取り戻し、その振る舞いも徐々に変わっていった。けれど不思議なことに、今のムルは、シャイロックが折に触れ語り聞かせてくれた、魂が砕ける前のムルに戻ったようには見えない。知性と探究心が際立つ言動の中にも、彼の愛情や気遣いを感じることは確かにあるし、弾む声や、無邪気な笑顔、周囲の意表を突く身ごなしも、まるきり失われてしまいはしなかった。

        　なぜそうなったのか、誰もわからなかった。あれほどに恋い慕った厄災の消滅が、彼の精神に決定的な打撃をもたらしたのか。シャイロックの庇護と、魔法舎の仲間たちのもとで過ごした、二度目の少年時代と言うべき日々が、彼の価値観や情緒に大きな変化を与えたのか。あるいは、今のムルこそが彼の本質であり、過去のムルは無慈悲な探求者の仮面を被り続けていただけなのか――。

        　ある日には世紀の智者ムルが恋しいと寂しげに零し、また別のある日には膝になつく彼を可愛いムルと呼んで撫でていたシャイロックが、今ここにいるムルにどんな感情を抱いているのか、クロエは知らない。シャイロックの難解さの中でも、以前からずっとそれは、クロエにとっての一番の謎だ。

        　ただひとつわかるのは、シャイロックが偲ぶ過去には、いつもムルの姿があることだ。

        「クロエは、このムルは嫌い？」

        　身体を離したクロエの目を、ムルは悪戯っぽく覗き込む。

        「っ、違うよ！」

        「僕らはきみが大好きだよ、ムル。大好きだけれど、寂しいんだ」

        　チェンバロを奏でる手を止めたラスティカが、クロエと入れ替わるようにムルを抱きしめた。

        「目の前にいるひとを大切に思う気持ちと、もう会えないひとがいることを悲しむ気持ちを、僕らは同時に持てるし、愛がふたつあるからって、ひとつひとつが小さくなりはしないよ」

        「……そうだね」

        　ラスティカ、きみにはかなわない。ムルがそう呟いて、苦笑する。クロエ、からかってごめんね！　と茶目っ気たっぷりに片目を瞑られて、クロエは慌てて首を横に振った。

        「――だからこそ、今触れ合える愛しいひとたちと過ごす時間に、取り戻せない過去を語り、懐かしみ、嘆いて、このうえなく甘美な痛苦に酔いしれたいんです。そうでしょう？」

        　シャイロックが歌うように言いながら、カクテルグラスをカウンターに並べた。翠、紫、蒼、紅――。それぞれの色の中に、チカチカときらめく星屑と七色の花弁が渦巻いている。

        　立ち上がったムルが、真っ先に紅色のカクテルを手に取った。ラスティカが微笑んで、紫色のカクテルに手を伸ばす。クロエは二人を見比べてから蒼を選び、最後の翠を手にしたシャイロックに、ムルが笑いかける。

        「きみもその城から出ておいでよ、シャイロック。そして、これを飲み干したら、俺と踊って」

        　レトリックも駆け引きもない、純朴な若者めいた率直な誘いに、シャイロックは不意を突かれたような顔をした。ぱちぱちと瞬きをして、それから、ころころと笑い出す。

        「あなたにも、そんな可愛いおねだりができたなんて。――ええ、いいですよ。この一杯を飲み干すまでに、私の気持ちが変わってしまわなければね。月に失恋した世紀の迷惑男、ムル・ハート」

        「酷いな、シャイロック！」

        　ムルが大仰に嘆き、ラスティカとクロエは声を揃えて笑った。

        　

        　

        　シャイロックがくるりと回転するたび、たっぷりの刺繍を施したシャツの裾がひらひらと舞う。甘いカクテルをちびちびと舐めながら、クロエはうっとりとその光景を見つめた。

        　約束を交わしたあの月の夜、クロエが思い浮かべた光景の中で、喪服を纏ったシャイロックは一人だった。孤高の花の美しさに抗いがたく心惹かれながらも、彼のためのデザイン画を描きながら、クロエが願っていたのは別のことだった。

        　恐怖も、悲しみも、苦痛すらも楽しんでしまうのが西の魔法使いの流儀だ。それでもそのとき、隣に友人がいるならば、どれだけいいだろう。

        　シャイロックが口にした『いつか』の日に、この優しい年上の友人に寄り添っていられたら。せめて、ともに過ごした日々の記憶だけでも、彼の手元に置いておけたら。

        　自分の小さな城のお気に入りの作業台で、一針一針を縫うたびに、そんなことを思っていた。きっとクロエにとってはあの時間こそが、過去を悼む儀式だった。

        「クロエ、僕らも踊ろう」

        　ラスティカに手を取られ、クロエも立ち上がる。魔法を掛けたチェンバロは、ラスティカが手を離したあとも、彼の弾き鳴らした旋律をそのまま辿った。

        　どこか物悲しいのにどこか陽気で、リズミカルなのに切なくて。きらめく音の粒に身を任せ、即興のステップを踏む。

        「ねえクロエ。ひとつおねだりがあるのだけど……」

        「いいよ！」

        「あはは、まだなにも言っていないよ」

        「わかるもん。次はラスティカに作ってあげる。そしたらまた、こうやって集まりたいな」

        「そうしよう。ああ、楽しみだな。未来に楽しみが待っているのは、なによりも素敵なことだね」

        　優雅に踊りながら微笑むラスティカは、もう花嫁を探さない。彼が魔道具の鳥籠を出すところも、クロエはもうずいぶん長いこと見ていない。

        　誰もがなにかを失って、生きる場所も離ればなれになって、それでもまだ、魔法使いの命は続くのだ。

        　クロエは願う。

        　どうか誰も、一人寂しく石になってしまわないで。

        　あの濃密な日々は終わってしまったけれど、記憶は今も鮮やかに、胸にしまわれている。大切な友人は相変わらず大切なままで、どこにいたって想っていられる。

        　ようやく見た目の年齢を実年齢が追い越し始めたクロエは、魔法使いの命の途方もなさをまだ知らない。その長さを想像するたび、今も少しだけ怖ろしい。けれど、その年月を先に歩いた友が、クロエを振り返って笑ってくれるのだ。

        　踊り疲れたら、たくさんお喋りをしよう。悲しかったことも、もう会えないひとのことも、たくさん話そう。泣きたくなったら泣いて、楽しくなったら笑って。

        　夜空を箒で駆けるのもいい。月のない、静かで、平和で、寂しい空に、シャイロックの纏う喪服の裾がふわりとなびけば、きっとぞくぞくするほど美しい。

        　自分たちの弔いの夜は、そうやって過ぎていく。そしてまた、生きていくのだ。

        　

        　

        　

        　約束はもう、怖くない。

        　きっと次の約束も、少しの切なさと、誇らしさと、未来へのかぎりない希望をくれるだろう。
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